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人工バリアの設計・施工
（1.1, 2.1.1②）

ピットや坑道の配置・
施工（2.1.2②）

掘削影響による割れ目の生成や湧水の評価，その対策技術
（2.1.2②③④）

埋め戻し・プラグ技術等
の実証（2.1，2.1.2②）

コンクリート支保，坑道周辺の
挙動評価：回収技術（2.1）

人工バリアと周辺岩盤の
過渡期挙動（1.1）

100℃超条件での人工
バリア挙動（2.2）

緩衝材の膨潤による岩盤・割れ目の特性
変化，流出・侵入対策（2.1.1③）

地下水の流れが非常に遅い
領域の把握（3.1.2）

地殻変動による人工バリア
特性の変化（3.2）

有機物・微生物・コロイドの
核種移行への影響（1.2）

岩盤中の物質移行
・核種移行

（1.2, 2.1.2①）

地殻変動による岩盤特性
の変化（3.1.1）

• 処分の時間と空間スケールの視点での研究課題の整理

確認会議での委員からのご指摘への対応 １．

地層処分システムの変遷と研究課題の関係
令和７年度第２回確認会議

資料１ p.5の再掲
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オーバーパック、廃棄体、緩衝材定置 処分場の閉鎖

緩衝材内が飽和

T 廃棄体定置後
の温度上昇

放射能の減衰に
よる温度低下

H

緩衝材内の密
度が均質になる

緩衝材の
膨潤・変形

M

C
緩衝材－支保の相互作用

緩衝材－オーバーパックの相互作用

塩濃縮

温度勾配の発生
地温より高温な領域の発生 ・人工バリア内の温度一定

・温度勾配なし
地下水が不均質に分布
不均質な透水性 ・均質かつ低い透水性

・パイピングや流出は起こらない

不均質な密度
隙間の自己シーリング

・均質な密度が想定され、隙間は発生し
ていない
・支保工でのネットワーク状に発達した
ひび割れにおける地下水の流れを1本
の流路として単純化

鉄腐食膨張

モンモリロナイトのCa型化、溶解、二次鉱物の析出

緩衝材の変形

モンモリロナイトの溶解、
鉄腐食生成物や鉄ケイ酸塩等の二次鉱物の析出

イライト化

パイピング

緩衝材の流出

ガスの移行経路の形成

その他

微生物影響

時間

密度不均質

透水性不均質

支保工と地下水の相互作用
炭酸化、Ca溶脱

再冠水

溶存酸素の消費 還元環境へ移行

支保工のひび割れ 緩衝材膨出

・ 緩衝材を対象とした長期状態変遷
解析で想定されている初期状態

・ 鉄腐食膨張が一定の割合で進む

・ 人工バリア内は還元環境

・均質な初期鉱物・間隙水組成
・地下水との平衡を考慮した
初期間隙水設定

不均質な初期鉱物・間隙水組成

・ 支保工の炭酸化は生じない

過渡期に想定されているプロセス

長期評価における前提（仮定）

補足資料：閉鎖後過渡期に想定される状態変化に係る整理図
（日本原子力研究開発機構・原子力環境整備促進・資金管理センター, 2023に加筆）

熱

水理

力学

化学

※パイピング：緩衝材が地下水の流れによって削られる現象を指す
※イライト化：緩衝材中のベントナイトに含まれる粘土鉱物がイライトという鉱
物に変化する現象のことで、イライト化によりベントナイトの透水性や核種の収
着性が変化する

※モンモリロナイト：粘土鉱物の一種で緩衝材中のベントナイトに含まれる
※膨出：緩衝材が埋め戻し材側に膨らんでいく現象
※鉄腐食膨張：鉄が腐食すると錆が発生し、その体積が2倍以上に膨張する現象

※

※

※

※

※



幌延国際共同プロジェクトのフェーズ２への新規参入機関について
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令和６年度第3回確認会議「資料3」：【p.2】にて説明

新規参入機関：
オーストラリア放射性廃棄物機関（ARWA：Australian Radioactive Waste Agency）

オーストラリア放射性廃棄物機関は、オーストラリアにおける放射性廃棄物処分の実施主体
です。オーストラリアでは原子力発電を行っておらず、医療施設や産業施設から出される放
射性廃棄物を対象としています。

経緯：
令和7年6月 5日：第6回管理委員会にてOECD/NEAよりARWAの参入について紹介

～6月11日：メールによる管理委員会によりARWAの参加を全会一致で承認
6月13日：ARWAが協定書に署名、正式に参加が決定

ホームページでの掲載内容 (https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/status/cyousa/cyousakenkyu_0706.html#0620)

参加タスク：タスクA、B、C（詳細な役割については調整中）

確認会議での関連事項：
新規参入の手続きについて、事務局であるOECD/NEA との調整を踏まえて管理委員会の全会一致の承認を経
たうえで協定書の署名欄に署名を完了した段階で参入することとなる。協定書に記載の条項は変更しない。

https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/status/cyousa/cyousakenkyu_0706.html#0620
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https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/status/hip/project_hip2.html

https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/status/hip/project_hip.html

フェーズ１
で脱退

フェーズ２
で新規参加

幌延国際共同プロジェクトのフェーズ２への新規参入機関について

フェーズ１参加機関

フェーズ２参加機関
（令和７年７月末現在）
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500ｍ調査坑道の施設整備について

500ｍ調査坑道の掘削も順調に進捗しており、令和７年度末として
いた施設整備の完了時期についても２～３か月程度早まる見込み。

施設整備の完了後、人工バリア性能確認試験の解体試験に向けた
準備に着手する予定。

令和7年度の実績（西立坑、500ｍ調査坑道）

 西立坑：深度500mに到達（R7.5.24）

 500m調査坑道：掘削延長198.7m/208.1m（R7.8.7現在）

令和7年度

西立坑

500ｍ調査坑道

※本工程は今後の施工計画策定や工事進捗に応じて変更となる場合があります

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

仕上

掘削

掘削

令和7年度の計画（西立坑、500ｍ調査坑道）

今後の予定

令和7年8月7日現在


